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今週のキーワード

PFAS代替・循環
規制強化と高機能材で市場変革

21
件

記事数

7
カ国/地域

対象国

50
%

プロトタイプ短縮

-196
°C

極低温PEEK

今週の全21記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 欧州PFAS規制強化 市場危機
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

欧州のPFAS規制強化でシリコーン・バイオベースバ
リア技術など代替材料市場が急拡大。食品包装にも影
響し、サプライチェーン全体での材料見直しが必須。

#02 持続可能包装ポリマー 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

持続可能な包装用ポリマー市場が拡大。ベリー、三井
化学、ダウが再生材とリサイクル設計で製品ポートフ
ォリオを強化し、循環型経済への移行を加速。

#03
3Dプリンティング衝撃
吸収

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

3Dプリンティングによるポリマー格子構造がエネルギ
ー吸収能力を向上。TPU, PLA, PEEKで自動車安全部
品や防護具に革新的な設計自由度。

#04 複合材プロト短縮 技術紹介
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Greene Tweedがモジュラーツーリングで航空宇宙熱
可塑性複合材のプロトタイピング時間を最大50%短縮
。AAMや防衛分野の迅速な市場投入を可能に。

#05 難燃性合成繊維市場 市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

難燃性合成繊維市場が拡大。Formosa Plasticsと旭化
成が能力を拡大し、保護衣料・産業用耐熱繊維の供給
を強化。ハロゲンフリー化がトレンド。

#06
化学的アップサイクリ
ング

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

プラスチック廃棄物の化学的アップサイクリングに関
するレビュー。PET廃棄物から高価値モノマーや機能
性化学品への変換で循環型経済に貢献。

#07 クラレEVOH樹脂SC 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

クラレがリサイクル性を向上させたEVOH樹脂EVAL™
SCを発表。PVdCや高レベルポリアミドに依存する高
機能構造のリサイクル性を大幅改善。

#08 血液浄化とMP除去 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

コレステロール除去の血液浄化がマイクロプラスチッ
クも減少させる可能性。メカニズムは未解明だが、ヒ
トの健康におけるマイクロプラスチック除去に新洞察
。

#09 三菱ケミMMA事業譲渡 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

三菱ケミカルが台湾MMA事業をCPDCに譲渡。アジア
市場再編と高機能材料・ヘルスケアなど高成長分野へ
の集中を加速する戦略的決定。

#10 動的共有結合化学 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

動的共有結合化学がポリマーネットワークのクローズ
ドループリサイクルを革新。溶媒・添加剤を最小化し
、熱硬化性材料の持続可能な開発を加速。

#11 旭化成LiB電解質 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

旭化成が中国HighChem Shanghaiと高性能Liイオン
電池用Acetolyte電解質技術でライセンス契約。次世
代電池技術開発と中国市場電動化を加速。

#12 住友精化SAP拡張 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

住友精化、シンガポールでの高吸水性ポリマー（SAP
）生産能力拡張でFY2027営業利益減少予測。売上は
堅調で、長期的な成長基盤を強化。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 三菱ケミ業績好調 企業業績
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

三菱ケミカルグループ、FY2026第1四半期に純利益倍
増。バリア包装材ポリマーと炭素繊維複合材が牽引し
、高機能材料分野での成長が明確に。

#14 東レLiB負極フィルム 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

東レが独自ポリマーアロイ技術でLIB向け高性能負極
フィルムを開発。耐還元性、密着性、機械的強度を両
立し、EV向け電池の長寿命化・安全性向上に貢献。

#15
MCG
PFASフリーPEEK

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●

三菱ケミカルがPFASフリーの極低温対応PEEKグレー
ド「Ketron™ CR-S PEEK」を発表。-196°Cで優れた
引張強度と低い圧縮弾性率を維持。

#16 MGC業績好調 企業業績
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

三菱ガス化学、FY2026第1四半期に売上・利益増加。
半導体化学品とエンジニアリングプラスチック（ポリ
カーボネート、ポリアセタール）が好調。

#17 HP 3Dプリンター 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

HPが新型産業用フィラメント3Dプリンター「600 HT
」を発表。PEEK、PAEK、PEIなど高性能ポリマーに
対応し、高付加価値生産を革新。

#18 Sinopec PVA拡大 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

SinopecがハイエンドPVA生産能力を拡大。中国の輸
入依存度を低減し、再生可能エネルギー・エレクトロ
ニクス需要に対応。

#19
PFASフリーDLCコーテ
ィング

技術紹介
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

フラウンホーファーとIWMがPFASフリーDLCコーテ
ィング向けレーザー製造プロセス開発。摩擦低減と耐
摩耗性向上を実現し、PFAS規制に対応。

#20 バイオベース5-HMF 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ミシュランとアクセンスがバイオベース分子5-HMFの
産業化提携。石油由来樹脂代替を加速し、持続可能な
化学産業への移行を推進。

#21
ライフサイエンスシー
リング

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Omniseal Solutionsがライフサイエンス機器向け高度
ポリマーシーリングを発表。小型化、摩耗制御、PFA
S規制課題に対応するMeldin®、Rulon®を活用。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ PFAS規制強化は、貴社の製品ポートフォリオを陳腐化させませんか？
欧州ではPFAS規制が急速に強化され、食品包装から工業用途まで代替材料への転換が必須となっています。シリコーンや
バイオベース材料、PFASフリーPEEKなど、新たな高機能材料へのシフトは、貴社の既存製品の市場競争力にどのような
影響を与えるでしょうか？

❷ 循環型経済への移行は、貴社のR&D;戦略と設備投資計画に織り込まれていますか？
プラスチック廃棄物の化学的アップサイクリングや動的共有結合化学によるクローズドループリサイクルは、従来の機械
的リサイクルを凌駕する可能性を秘めています。高価値製品への再生技術は、貴社の材料開発や生産プロセスにどのよう
な変革を迫るでしょうか？

❸ 次世代電池・EV市場の高性能化要求に、貴社の材料は対応できていますか？
東レのLIB負極フィルムや旭化成の電解質技術など、日本企業は電池材料分野で革新を進めています。EVの航続距離延長
や安全性向上に不可欠な高機能ポリマー材料の開発は、貴社の事業成長の機会となるでしょうか、それとも脅威となるで
しょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PFAS規制
化学UPC

電池電解質

LIB負極材
包装リサイクル

3Dプリンタ

事業再編MP除去

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PFAS規制 注意 代替材料開発・供給 既存製品の市場喪失

● 化学UPC 注意 新規高機能材料創出 既存リサイクル陳腐化

● 電池電解質 注意 中国EV市場参入 技術流出リスク

● LIB負極材 機会大 EV電池性能向上 競合技術の台頭

● 包装リサイクル 機会大 環境配慮型包装材 競合他社の追随

● 3Dプリンタ 機会大 高機能部品生産 設備投資・材料開発

● 事業再編 脅威大 高機能材料へ集中 汎用市場での低下
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● MP除去 参考 新規医療技術開発 実用化の不確実性
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深掘り ① ― PFAS規制強化と代替材料市場の急拡大
#01 | 2026/08/07 | DataM Intelligence | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

欧州ではPFAS（有機フッ素化合物）規制が急速に強化され、2026年8月にはPFASを含む食品接触包装の制限が確定。
これにより、シリコーンベースコーティング、ワックスシステム、セラミック表面、バイオベースバリア技術といった
代替材料市場が急拡大しています。特にバイオベース材料は、環境負荷低減と高性能化を両立するソリューションとし
て注目されています。

PFASは「永遠の化学物質」として環境・人体への影響が懸念されており、欧州化学品庁（ECHA）は広範な規制案を支
持。この動きは、世界の化学・材料産業におけるPFASフリー化の潮流を決定づけるものであり、企業は規制順守だけ
でなく、環境責任を果たすためのイノベーションを通じて新たな市場機会を創出することが求められています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【機会】欧州のPFAS規制強化は、日本の材料メーカーにとって、高性能なPFASフリー代替材料を開発
・供給する絶好の機会です。特にシリコーン、バイオベースポリマー、DLCコーティング（#19参照）
などの分野で、技術優位性を確立できれば、グローバル市場でのシェア拡大が期待できます。食品包装
や工業用途など、幅広い分野での需要が見込まれます。 【脅威】一方で、PFASを主要製品としてきた
企業は、既存製品の市場喪失や、代替材料への迅速な転換ができない場合の競争力低下という大きな脅
威に直面します。サプライチェーン全体での材料見直しは避けられず、R&D;部門は代替材料の性能評価
と顧客への提案を急ぐ必要があります。 【次のアクション】R&D;部門は、自社製品ポートフォリオに
おけるPFAS含有状況を再確認し、代替材料の開発ロードマップを策定すること。調達部門は、PFASフ
リー材料のサプライヤー調査と評価を即時開始し、経営企画部門は、PFAS規制のグローバル動向を継続
的に監視し、事業戦略への影響を定期的に評価すべきです。

深掘り ② ― プラスチック廃棄物の化学的アップサイクリング
#06 | 2026/08/06 | MDPI | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●○○

MDPIの学術レビューは、プラスチック廃棄物の化学的アップサイクリングにおける最新の進歩を詳述しています。こ
れは、ポストコンシューマープラスチックを高価値モノマー、機能性化学品、および生物活性・医薬品前駆体へと変換
する画期的な経路を強調。特にPET廃棄物から耐久性と分解性を両立した材料を生成するアミノリシスベースのアップ
サイクリングが注目されます。

従来の機械的リサイクルが抱える品質低下や処理能力の限界を克服し、分子レベルでの再構築を通じて廃棄物からより
高い経済的・機能的価値を持つ製品を創出することを目指します。ポリオレフィン（PE、PP）の触媒的分解やポリウレ
タン（PU）の解重合など、多様なプラスチックに対応する技術が紹介されており、真の循環型経済実現への鍵となりま
す。
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▶ シニアテクニカルアナリスト

【機会】この化学的アップサイクリング技術は、日本の材料・素材メーカーにとって、プラスチック廃
棄物を新たな高機能材料の原料として活用し、バージン材料への依存を低減する大きな機会です。特に
、PETやポリオレフィンなど汎用プラスチックから、医薬品前駆体や高機能ポリマーを創出できれば、
新たな高付加価値市場を開拓できます。これは、環境規制強化と資源枯渇問題への両面から有効な戦略
となります。 【脅威】しかし、技術はまだ応用研究段階であり、大規模生産へのスケーラビリティ、コ
スト効率、そして多様な混合プラスチック廃棄物への対応が未解決課題です。既存のリサイクル事業者
は、この技術の進展によって事業モデルの転換を迫られる可能性があります。また、触媒開発やプロセ
ス最適化には高度な専門知識と投資が必要です。 【次のアクション】R&D;部門は、自社が扱うプラス
チック廃棄物の種類に応じた化学的アップサイクリング技術の調査・評価を開始し、大学やスタートア
ップとの共同研究を検討すること。経営企画部門は、将来的な資源循環型ビジネスモデルへの転換を見
据え、投資戦略を立案すべきです。
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深掘り ③ ― 東レ、LiB向け高性能負極フィルムを開発
#14 | 2026/07/30 | Urja Daily | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

東レは、独自のポリマーアロイ技術と高度な構造制御・成膜技術を駆使し、リチウムイオン電池（LIB）向け高性能負
極フィルム用の新しい樹脂フィルム基板を開発しました。このフィルムは、優れた耐還元性、銅層への強力な密着性、
銅箔に匹敵する機械的強度と低い熱収縮性を実現しています。

この技術は、LIBの長寿命化と安全性向上に大きく貢献し、特にEV向け電池の性能向上に寄与する画期的な成果です。
従来の銅箔が抱える重量、柔軟性、耐還元性の課題を克服し、高出力、長寿命、高安全性が求められる次世代LIBの実
現に不可欠なブレークスルーとなる可能性を秘めています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【機会】東レのこの技術は、日本の材料メーカーがEV向けLIB市場で競争優位性を確立する大きな機会
です。高性能な樹脂フィルム基板は、電池の軽量化、エネルギー密度向上、安全性向上に直結し、EVメ
ーカーや電池セルメーカーからの需要が非常に高いと予想されます。特に、銅箔に代わる新材料として
、サプライチェーン全体に大きな影響を与える可能性があります。 【脅威】一方で、この技術が量産化
され、コスト競争力を確立できるかどうかが課題です。既存の銅箔サプライヤーとの競争も激しく、樹
脂フィルムの製造プロセスや電池への組み込み技術の確立には時間と投資が必要です。また、他社も同
様の技術開発を進めており、技術的な優位性を維持するための継続的なR&D;が求められます。 【次の
アクション】EV設計部門は、この新負極フィルムのサンプル評価を早期に開始し、自社の次世代電池設
計への適合性を検証すること。材料・素材メーカーは、東レとの連携を強化し、関連する材料やプロセ
ス技術の開発を加速すべきです。R&D;部門は、同様の高性能樹脂フィルム技術の動向を注視し、自社技
術との比較分析を行うこと。

その他の注目記事
クラレ、リサイクル性向上EVOH樹脂EVAL™ SCを発表（Kuraray America, Inc.）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

PVdC代替としてリサイクル性を大幅改善したEVOH樹脂は、持続可能な包装材への移行を加速。食品・消費財メーカー
は早期評価を。

動的共有結合化学がポリマーネットワークのクローズドループリサイクルを革新（MDPI）
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

熱硬化性プラスチックのクローズドループリサイクルを可能にする画期的な技術。溶媒・添加剤フリーで、真の循環型
材料開発へ向けた基礎研究として注目。

三菱ケミカルグループ、PFASフリーの極低温対応PEEKグレード「Ketron™ CR-S PEEK」を発表（Mitsubishi Chemical Group）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○

PFAS規制に対応し、-196°Cでも性能維持するPEEKは、半導体、医療、航空宇宙分野の極低温シール材に不可欠。日
本企業は代替需要を捉える好機。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達】自社製品・サプライチェーンにおけるPFAS含有材料の使用状況を緊急調査し、代替材料の候補リスト
アップを開始。

• 【R&D;】PFASフリー代替材料（シリコーン、バイオベース、DLCコーティング等）の最新技術動向を収集し、
自社技術との比較分析を実施。

• 【経営企画】欧州PFAS規制の最終動向と、それが自社事業に与える影響について、法務部門と連携し緊急評価
を実施。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】プラスチック廃棄物の化学的アップサイクリングや動的共有結合化学に関する学術論文・特許動向を
深掘りし、自社技術開発への応用可能性を検討。

• 【半導体PKG/EV設計】東レのLIB負極フィルムや三菱ケミカルのPFASフリーPEEKなど、日本企業発の高性能
材料について、サンプル入手や技術説明会の機会を探索。

• 【材料・素材メーカー】クラレのEVAL™ SCのようなリサイクル性向上バリア材の市場ニーズを調査し、自社
の包装材ポートフォリオへの導入可能性を評価。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】PFASフリー化、循環型経済、次世代電池材料の3つのメガトレンドを統合した中長期事業戦略を
策定。M&A;や技術提携の可能性も視野に入れる。

• 【R&D;】化学的アップサイクリング技術の実用化に向けた共同研究パートナー（大学、スタートアップ）を探
索し、パイロットプラントでの実証計画を立案。

• 【生産技術】高性能ポリマー対応3Dプリンター（HP 600
HTなど）の導入による、高付加価値部品のオンデマンド生産体制構築の可能性を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-08
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収録記事一覧

#01 欧州のPFAS規制強化がシリコーン・バイオベースバリア技術など代替材料市場を急拡大、食品包
装にも影響

#02 持続可能な包装用ポリマー市場拡大：ベリー、三井化学、ダウが再生材とリサイクル設計で製品

ポートフォリオ強化

#03 3Dプリンティングがエネルギー吸収ポリマー構造を革新：TPU、PLA、PEEKの格子構造で衝撃
耐性を向上

#04 Greene Tweed、モジュラーツーリングで航空宇宙熱可塑性複合材プロトタイピング時間を最大
50%短縮

#05 Formosa Plasticsと旭化成、難燃性合成繊維市場で能力拡大：保護衣料・産業用耐熱繊維の供給

強化

#06 MDPIがプラスチック廃棄物の高価値製品への化学的アップサイクリングに関する最新レビュー
を公開

#07 クラレ、リサイクル性を向上させたEVOH樹脂EVAL™ SCを発表 ― PVdC依存度低減に貢献

#08 コレステロール除去のための血液浄化がマイクロプラスチックも除去する可能性、メカニズムは

未解明

#09 三菱ケミカル、10.5万トン規模の台湾MMA事業をCPDCに譲渡 ― アジア市場再編と高成長分野
集中を加速

#10 動的共有結合化学がポリマーネットワークのクローズドループリサイクルを革新 ― 持続可能な
材料開発を加速

#11 旭化成、中国HighChem Shanghaiと高性能Liイオン電池用Acetolyte電解質技術で初のライセン
ス契約締結

#12 住友精化、シンガポールでの高吸水性ポリマー生産能力拡張でFY2027営業利益減少予測、売上
は堅調

#13 三菱ケミカルグループ、FY2026第1四半期に純利益倍増 ― バリア包装材ポリマーと炭素繊維複
合材が牽引

#14 東レ、独自ポリマーアロイ技術でリチウムイオン電池向け高性能負極フィルムを開発 ― 耐還元
性と密着性を両立

#15 三菱ケミカルグループ、PFASフリーの極低温対応PEEKグレード「Ketron™ CR-S PEEK」を発
表

#16 三菱ガス化学、FY2026第1四半期に売上・利益増加 ― 半導体化学品とエンジニアリングプラス

チックが好調



#17 HP、高性能ポリマー対応の新型産業用フィラメント3Dプリンター「600 HT」を発表 ― 航空宇
宙・医療・自動車向け高付加価値生産を革新

#18 Sinopec、ハイエンドPVA生産能力を拡大 ― 中国の輸入依存度低減と再生可能エネルギー・エレ

クトロニクス需要に対応

#19 フラウンホーファーとIWM、PFASフリーコーティング向けレーザー製造プロセス開発 ― 摩擦低
減と耐摩耗性向上を実現

#20 ミシュランとアクセンス、バイオベース分子5-HMFの産業化提携で石油由来樹脂代替を加速

#21 Omniseal Solutions、ライフサイエンス機器向け高度ポリマーシーリングを発表 ― 小型化、摩

耗制御、PFAS規制課題に対応



#01 欧州のPFAS規制強化がシリコーン・バイオベースバ
リア技術など代替材料市場を急拡大、食品包装にも影響

概要

欧州では、PFAS（有機フッ素化合物）に対する規制が急速に強化されており、これに
より代替材料市場が急拡大している。2026年3月には欧州化学品庁がEU全域でのPFAS

規制を支持し、8月には欧州委員会がPFASを含む食品接触包装の制限を確定。さらに

10月からはPFHxA規制が一部消費者製品に適用開始され、シリコーンベースコーティ
ング、ワックスシステム、セラミック表面、バイオベースバリア技術への需要が加速
している。

公開日 2026年08月07日  DataM Intelligence  欧州



詳細

主要成果

欧州連合（EU）におけるPFAS（有機フッ素化合物）規制の厳格化が、シリコーンベー
スコーティング、ワックスシステム、セラミック表面、バイオベースバリア技術といっ
た代替材料市場の需要を著しく加速させています。特に、2026年8月に欧州委員会が
PFASを含む食品接触包装の制限を確認したことは、包装業界における大規模な材料転換
を促す決定的な要因となっています。

技術・臨床詳細

PFAS代替技術は、従来のPFASが提供していた撥水・撥油性、耐熱性、化学的安定性と
いった機能性を、環境負荷の低い形で再現することを目指しています。シリコーンベー
スのコーティングは、高い耐熱性と柔軟性を持ち、離型剤や保護膜として利用されま
す。ワックスシステムは、主に紙・板紙包装において撥水・防湿バリアを提供し、食品
包装での採用が増加しています。セラミック表面技術は、耐久性と耐摩耗性に優れ、工
業用途や調理器具での利用が期待されます。最も注目されるのがバイオベースバリア技
術であり、ポリ乳酸（PLA）やポリヒドロキシアルカノエート（PHA）などの生分解性
プラスチックや、セルロースナノファイバー、デンプンベース材料などが、食品包装の
バリア機能として開発が進められています。これらの技術は、特定の用途においてPFAS

に匹敵する、あるいはそれを超える性能を発揮し始めています。

背景・業界文脈

PFASは「永遠の化学物質」として知られ、環境中での分解が極めて困難であり、生態系
や人体への長期的な影響が懸念されています。これに対応し、欧州化学品庁（ECHA）
は2026年3月に広範なPFAS規制案を支持し、同年10月からは特定の短鎖PFASである
PFHxA（パーフルオロヘキサン酸）とその塩、関連物質が一部の消費者製品に制限され
るなど、段階的な規制導入が進んでいます。食品接触材料におけるPFASの使用制限は、
特に包装業界に大きな影響を与え、サプライチェーン全体での材料見直しが必須となっ
ています。



今後の展望

欧州の規制動向は、世界の化学・材料産業におけるPFASフリー化の潮流を決定づけるも
のとなるでしょう。代替材料への投資と研究開発は今後さらに加速し、高性能かつ持続
可能な新材料が市場に投入されることが予想されます。特にバイオベース材料やリサイ
クル可能なソリューションは、消費者からの需要も高く、将来の成長ドライバーとなる
可能性が高いです。企業は、規制順守だけでなく、環境責任を果たすためのイノベーシ
ョンを通じて、新たな市場機会を創出することが求められます。

元記事: https://www.datamintelligence.com/blogs/chemical-substitution-trends-pfas-alternatives

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.datamintelligence.com/blogs/chemical-substitution-trends-pfas-alternatives


#02 持続可能な包装用ポリマー市場拡大：ベリー、三井化
学、ダウが再生材とリサイクル設計で製品ポートフォリオ
強化

概要

世界の包装用ポリマー市場は、持続可能性への需要の高まりにより大きく変革されて

おり、Berry Global Group, Inc.、三井化学株式会社、Dow Inc.といった主要企業が、再
生材含有量とリサイクル性を高めた製品ポートフォリオを強化している。Berry Global

は再生材含有フレキシブル包装の生産を、三井化学はリサイクル可能な食品・消費者

向け包装の生産をそれぞれ拡大。Dow Inc.は、リサイクル性を向上させた先進的なポ
リエチレン包装樹脂ソリューションを発表し、包装産業全体で循環型経済への移行を
加速している。

公開日 2026年08月05日  openPR.com  グローバル



詳細

主要成果

持続可能性への高まる要求に応えるため、Berry Global Group, Inc.、三井化学株式会
社、Dow Inc.といった世界的な大手企業が、再生材含有量を増やし、リサイクル性を向
上させた包装用ポリマー製品の開発と生産を加速しています。この動きは、食品および
消費者製品向けのフレキシブル包装市場において特に顕著であり、業界全体の持続可能
な慣行への移行を強力に推進しています。

技術・臨床詳細

各社は、具体的な技術革新を通じて持続可能な包装ソリューションを実現しています。
Berry Global Groupは、再生材含有フレキシブル包装材料の生産を増強しており、これ
により製品のライフサイクル全体での環境負荷を低減します。三井化学は、リサイクル
可能な食品および消費者向け包装アプリケーションの需要増に対応するため、持続可能
な包装用ポリマーの生産能力を拡大。同社の技術は、材料の耐久性とリサイクルプロセ
スの適合性を両立させることに焦点を当てています。Dow Inc.は、リサイクル性とフレ
キシブル包装の材料使用量を改善するために設計された、高度なポリエチレン包装樹脂
ソリューションを発表しました。これらの樹脂は、単一素材設計を可能にすることでリ
サイクルプロセスを簡素化し、包装材の循環性を高めることに貢献します。

背景・業界文脈

消費者の環境意識の高まり、政府によるプラスチック規制、そして企業自身の持続可能
性目標が、包装業界における変革の主要な推進力となっています。特に、プラスチック
廃棄物問題と気候変動への懸念から、リサイクル可能な設計、再生材の利用、バイオベ
ース材料への転換が喫緊の課題とされています。これらの課題に対応するため、企業は
研究開発に多額の投資を行い、サプライチェーン全体で協力し、より持続可能な包装ソ
リューションの実現を目指しています。



今後の展望

包装用ポリマー業界の将来は、持続可能なイノベーションが鍵となります。企業は、消
費者からの需要、規制要件、およびコスト効率の間でバランスを取りながら、リサイク
ル性、生分解性、再生可能資源からの調達といった側面を強化した製品を開発し続ける
でしょう。特に、高性能かつ単一素材で構成され、既存のリサイクルインフラで処理可
能な設計が、今後の市場競争力を左右する重要な要素となると予想されます。これによ
り、包装業界はより循環型経済への移行を加速し、環境負荷の低減に大きく貢献するこ
とが期待されます。

元記事: https://www.openpr.com/news/4595708/future-of-packaging-polymer-industry-sector-2035

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.openpr.com/news/4595708/future-of-packaging-polymer-industry-sector-2035


#03 3Dプリンティングがエネルギー吸収ポリマー構造を
革新：TPU、PLA、PEEKの格子構造で衝撃耐性を向上

概要

最新の学術レビューにより、積層造形（3Dプリンティング）技術を用いたポリマー構
造が、機械的エネルギー吸収能力を飛躍的に向上させることが明らかにされた。
TPU、PLA、PEEKなどの多様なポリマー材料と、FDM、SLS、MJFといった3Dプリンテ

ィング技術を組み合わせることで、エネルギー散逸を最大化し、ピーク負荷を最小限
に抑える革新的な格子構造が開発されている。この進歩は、自動車の安全部品や防護
具など、衝撃吸収が重要な分野に新たな設計の自由度と性能をもたらす。

公開日 2026年08月06日  PMC  国際研究



詳細

主要成果

積層造形（3Dプリンティング）技術を用いることで、機械的エネルギー吸収に特化した
ポリマー構造が大幅に進歩しており、特に格子構造の設計がエネルギー散逸を強化し、
ピーク負荷を最小限に抑える上で極めて効果的であることが学術レビューによって示さ
れました。これにより、従来の製造方法では困難だった複雑な衝撃吸収性能を持つ材料
の実現が可能になっています。

技術・臨床詳細

この分野では、多様なポリマー材料が利用されています。具体的には、熱可塑性ポリウ
レタン（TPU）は高い弾性とエネルギー吸収能力を持つため、プロトタイピングや最終
製品に広く使用されています。ポリ乳酸（PLA）は生分解性という利点があり、持続可
能な材料としての可能性を秘めています。ポリエーテルエーテルケトン（PEEK）や炭素
繊維強化PEEK（CF/PEEK）は、高い強度と耐熱性を要求される用途に適用されます。ア
クリロニトリル・ブタジエン・スチレン（ABS）もまた、その加工性と機械的特性から
広く研究されています。これらの材料は、FDM（熱溶解積層法）、SLS（選択的レーザ
ー焼結）、MJF（マルチジェットフュージョン）といった先進的な3Dプリンティング技
術を用いて成形されます。特に、格子構造は、その高多孔性と精密な幾何学的配置によ
り、衝撃エネルギーを効果的に吸収・分散させる能力を持ち、特定方向への衝撃耐性を
最適化することができます。

背景・業界文脈

エネルギー吸収材料は、自動車の衝突安全部品、ヘルメットや防護服などのパーソナル
プロテクション、航空宇宙分野における軽量構造、さらにはスポーツ用品に至るまで、
幅広い分野でその重要性が増しています。従来のフォーム材や複合材料では、性能と重
量、設計の自由度において限界がありました。3Dプリンティング技術の進化は、これら
の課題を克服し、材料の選択肢と構造設計の可能性を飛躍的に広げました。これによ
り、特定の負荷条件に対して最適化されたカスタムメイドのエネルギー吸収部品を製造
する道が開かれています。



今後の展望

積層造形によるエネルギー吸収ポリマー構造の研究は、今後も急速に進展すると予想さ
れます。特に、多機能性を持たせた材料設計、例えば、センサー内蔵型や自己修復機能
を備えた構造の開発が次のフロンティアとなるでしょう。また、シミュレーションと最
適化アルゴリズムの進化により、さらに効率的で軽量な構造の設計が可能になります。
これにより、将来の交通機関、ロボット工学、医療機器、そして防衛産業など、高性能
かつカスタマイズされた衝撃吸収能力が不可欠となる分野において、画期的な製品の実
現が期待されます。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13164696/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13164696/


#04 Greene Tweed、モジュラーツーリングで航空宇宙熱
可塑性複合材プロトタイピング時間を最大50%短縮

概要

Greene Tweedは、航空宇宙および防衛産業向けに、モジュラーツーリングを活用した
熱可塑性複合材料の新しいプロトタイピングアプローチを発表し、製造時間を最大
50%短縮する画期的な成果を達成した。この革新的なプロセスは、交換可能なキャビ

ティインサートを備えたモジュラーツーリングシステムを使用することで、開発初期
段階でのコストとリードタイムを大幅に削減。Advanced Air Mobility（AAM）や防衛
分野における高性能部品の迅速な市場投入を可能にする。

公開日 2026年08月01日  SAE Media Group  アメリカ



詳細

主要成果

Greene Tweedは、航空宇宙および防衛分野における熱可塑性複合材料部品のプロトタ
イピングにおいて、モジュラーツーリングを用いた画期的なアプローチを導入し、製造
時間を最大50%削減することに成功しました。この効率化は、先進航空モビリティ
（AAM）や防衛アプリケーション向け部品の迅速な開発と市場投入を可能にするもので
す。

技術・臨床詳細

この新しいプロトタイピングアプローチは、交換可能なキャビティインサートを備えた
モジュラーツーリングシステムを核としています。従来の単一用途のツーリングと比較
して、モジュラーシステムは異なる部品形状や設計変更に対応するために容易に再構成
が可能であり、高価な金型を毎回製造する必要がなくなります。これにより、プロトタ
イプの反復にかかる時間とコストが劇的に削減されます。使用される熱可塑性複合材料
は、軽量でありながら高い強度と耐熱性を持ち、特にAAMや防衛用途で求められる厳し
い性能要件を満たします。この技術は、複数の設計変更を迅速かつ経済的に評価できる
ため、開発サイクルを短縮し、最終製品の品質向上に貢献します。

背景・業界文脈

航空宇宙および防衛産業は、常に高性能化と軽量化を追求しており、特に複合材料の採
用が加速しています。熱可塑性複合材料は、その優れた機械的特性、耐疲労性、リサイ
クル性から注目されていますが、その加工には高度な技術と高コストなツーリングが必
要でした。AAM分野のような新興市場では、技術開発のスピードが競争力を左右するた
め、プロトタイピングの効率化が喫緊の課題でした。Greene Tweedのこのソリューシ
ョンは、これらの課題に対応し、より迅速なイノベーションを可能にするものです。



今後の展望

モジュラーツーリングを活用した熱可塑性複合材料のプロトタイピング技術は、AAMや
防衛産業だけでなく、自動車、医療機器、産業機械など、高性能複合材料が求められる
幅広い分野で応用が期待されます。このアプローチは、製品開発のスピードと柔軟性を
高め、コストを削減することで、企業がより革新的な製品を市場に投入する競争力を強
化するでしょう。将来的には、AIや機械学習と統合され、設計から製造までをさらに最
適化する「デジタルスレッド」の一部として進化する可能性も秘めています。

元記事: https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/55581-how-modular-

tooling-accelerates-thermoplastic-composite-prototyping-for-advanced-air-mobility-and-defense

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/55581-how-modular-tooling-accelerates-thermoplastic-composite-prototyping-for-advanced-air-mobility-and-defense
https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/55581-how-modular-tooling-accelerates-thermoplastic-composite-prototyping-for-advanced-air-mobility-and-defense


#05 Formosa Plasticsと旭化成、難燃性合成繊維市場で能
力拡大：保護衣料・産業用耐熱繊維の供給強化

概要

本記事はIntel Market Researchが発行した市場調査レポートの概要紹介です。難燃性合
成繊維市場は、保護衣料、産業用途、自動車などの分野で需要が増加しており、
Formosa Plastics Groupと旭化成がこの成長を牽引しています。Formosa Plasticsは東南

アジアでのハロゲンフリー繊維の供給能力を拡大し、旭化成は産業用耐熱繊維向けの
モジュラー紡糸ラインを通じて、重作業用機器メーカーに迅速なカスタマイズソリュ
ーションを提供しています。これにより、市場は2026年から2034年にかけて堅調な成

長を続けると予測されています。

公開日 2026年08月07日  openPR.com  グローバル市場



詳細

本記事はIntel Market Researchが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

自己消火性難燃性合成繊維の世界市場は、保護衣料、産業用途、輸送機関など、様々な
分野での安全規制の厳格化と需要の増加を背景に、堅調な成長を続けています。
Formosa Plastics Groupと旭化成といった主要企業が、この市場拡大を牽引する重要な
役割を果たしています。

レポート概要

**調査対象市場**: 自己消火性難燃性合成繊維

**地域**: グローバル

**調査期間**: 2026年～2034年（予測）

**主要な市場セグメント**: ハロゲン系、ハロゲンフリー系（製品タイプ別）、保護
衣料、産業用途、自動車、電子機器、その他（アプリケーション別）

主要な調査結果

**市場成長**: 2026年から2034年にかけて、難燃性合成繊維市場は継続的な成長を遂
げると予測されています。これは、安全性への意識向上と、各産業における厳格な法
規制が主な要因です。

**主要企業の動向**:

**Formosa Plastics Group**: 東南アジア地域での保護衣料向けハロゲンフリー繊維
の供給能力を拡大し、環境規制への対応と市場ニーズへの迅速な供給体制を強化
しています。

**旭化成**: 産業用耐熱繊維の分野で、モジュラー紡糸ラインを導入し、重作業用
機器メーカーに対して、価値ある迅速なカスタマイズソリューションを提供して
います。これにより、顧客固有のニーズに対応し、製品開発のリードタイムを短
縮しています。

**ハロゲンフリー製品の台頭**: 環境負荷低減の観点から、ハロゲンフリーの難燃剤
を使用した合成繊維へのシフトが加速しており、これが市場の主要なトレンドとなっ
ています。



発行会社について

Intel Market Researchは、様々な産業分野の市場動向、予測、競合分析を提供する市場
調査会社です。詳細なデータと洞察を提供し、企業の戦略策定を支援しています。

元記事: https://www.intelmarketresearch.com/self-extinguishing-flame-retardant-synthetic-fiber-market-

60726

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.intelmarketresearch.com/self-extinguishing-flame-retardant-synthetic-fiber-market-60726
https://www.intelmarketresearch.com/self-extinguishing-flame-retardant-synthetic-fiber-market-60726


#06 MDPIがプラスチック廃棄物の高価値製品への化学的
アップサイクリングに関する最新レビューを公開

概要

MDPIが公開した学術レビューで、プラスチック廃棄物の化学的アップサイクリングに
おける最新の進歩が詳述された。このレビューは、ポストコンシューマープラスチッ
クを高価値モノマー、機能性化学品、および生物活性・医薬品前駆体へと変換する画

期的な経路を強調。特にPET廃棄物から耐久性と分解性を両立した材料を生成するアミ
ノリシスベースのアップサイクリングなど、高性能と持続可能性を融合させるアプロ
ーチが循環型経済への貢献として注目されている。

公開日 2026年08月06日  MDPI  グローバル



詳細

主要成果

MDPIが発表した最新の学術レビューは、プラスチック廃棄物の化学的アップサイクリ
ング分野における画期的な進歩を詳述しており、従来の「リサイクル」を超えて、使用
済みプラスチックを高価値なモノマー、機能性化学品、さらには生物活性物質や医薬品
前駆体へと変換する多様な経路を明らかにしています。このアプローチは、高性能と持
続可能性を両立させ、真の循環型経済を実現するための鍵となります。

技術・臨床詳細

レビューでは、特にポリエチレンテレフタレート（PET）廃棄物のアミノリシスベース
のアップサイクリングが注目されています。このプロセスは、PETを分解して新たなモ
ノマーやオリゴマーを生成し、それらを用いて耐久性と同時に分解性も備えた高機能な
材料を再合成するものです。この方法により、PETボトルなどの廃棄物から、従来のプ
ラスチックとは異なる特性を持つ新規ポリマーや、特定の用途に特化した化学品を生み
出すことが可能になります。他にも、ポリオレフィン（PE、PP）の触媒的分解による燃
料やワックス生成、ポリウレタン（PU）の解重合によるポリオール回収など、様々な種
類のプラスチック廃棄物に対応する化学的変換技術が紹介されています。これらの技術
は、単なる材料としてのリサイクルではなく、分子レベルでの再構築を通じて、廃棄物
からより高い経済的・機能的価値を持つ製品を創出することを目指しています。

背景・業界文脈

プラスチック汚染は世界的な環境問題となっており、従来の機械的リサイクルだけで
は、材料の品質低下（ダウンサイクリング）や処理能力の限界という課題を抱えていま
す。化学的アップサイクリングは、これらの課題を克服し、プラスチック廃棄物を無限
の資源として捉え直すための革新的なアプローチです。この技術は、バージン材料の生
産に必要な化石燃料資源への依存度を低減し、廃棄物の埋め立てや焼却を削減すること
で、持続可能な社会の構築に大きく貢献すると期待されています。政府、産業界、学術
界が連携し、この技術の実用化と大規模化に向けた研究開発が活発化しています。



今後の展望

プラスチック廃棄物の化学的アップサイクリングは、まだ発展途上の分野ですが、その
ポテンシャルは計り知れません。今後の研究は、より多様な種類のプラスチック廃棄物
に対応可能な触媒システム、エネルギー効率の高い反応プロセス、そして製品の品質と
収率の最大化に焦点を当てるでしょう。また、バイオプラスチックや複合材料のアップ
サイクリングも重要なテーマとなります。この技術が商業的に実現すれば、プラスチッ
ク製造のあり方を根本から変え、資源の循環を最大化する真の循環型経済への移行を加
速させることが期待されます。投資家にとっては、新たな高価値製品市場の創出と環境
問題解決への貢献という二重の機会を提供します。

元記事: https://www.mdpi.com/2673-4079/7/3/43

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2673-4079/7/3/43


#07 クラレ、リサイクル性を向上させたEVOH樹脂EVAL™
SCを発表 ― PVdC依存度低減に貢献

概要

クラレアメリカ社は、ポリマーのガラス転移温度と結晶化温度の間に配向性を付与す
る新世代EVOH樹脂「EVAL™ SC」を発表した。この革新的な樹脂は、PVdCや高レベル
のポリアミドに依存する高機能構造のリサイクル性を大幅に向上させる。EVAL™の全

プラントがISCC PLUS認証を取得しており、再生可能および循環型原料への移行を可能
にし、持続可能な包装ソリューションの実現に大きく貢献する。

公開日 2026年08月03日  Kuraray America, Inc.  日本



詳細

主要成果

クラレアメリカ株式会社は、新世代のEVOH（エチレンビニルアルコール共重合体）樹
脂である「EVAL™ SC」を発表しました。この画期的な製品は、従来の高機能包装材料
が抱えていたリサイクル性の課題を克服し、PVdC（ポリ塩化ビニリデン）や高レベル
のポリアミドに依存する多層構造のリサイクル性を大幅に向上させます。これにより、
持続可能な包装材料への移行が加速されます。

技術・臨床詳細

EVAL™ SCは、ポリマーのガラス転移温度（Tg）と結晶化温度（Tc）の間に特別な配向
性を付与する独自の技術を採用しています。この特性により、異なるポリマー層からな
る多層構造において、従来は分離が困難であった層間の接着性を制御し、リサイクルプ
ロセスでの効率的な分離を可能にします。具体的には、この樹脂は優れた酸素バリア性
を提供しながらも、既存の包装材料のリサイクルストリームへの適合性を高めることが
できます。また、クラレのEVAL™全プラントがISCC PLUS（国際持続可能性＆炭素認
証）認証を取得していることは、生産プロセス全体で再生可能および循環型原料の使用
を保証し、製品の環境パフォーマンスをさらに高めるものです。これにより、化石資源
への依存を減らし、より持続可能なサプライチェーンを構築することが可能になりま
す。

背景・業界文脈

近年、プラスチック包装の環境負荷に対する懸念が高まり、世界中でリサイクル性の向
上が喫緊の課題となっています。特に、食品包装に広く使用される多層フィルムは、各
層が異なる種類のプラスチックで構成されているため、リサイクルが非常に困難でし
た。PVdCやポリアミドのような高性能バリア材は、食品の鮮度保持には不可欠です
が、その使用がリサイクル性を著しく低下させる要因となっていました。EVAL™ SCの
ような革新的なEVOH樹脂は、これらの課題に対応し、性能とリサイクル性を両立させ
るソリューションとして期待されています。



今後の展望

EVAL™ SCの導入は、包装業界における循環型経済への移行を加速する上で重要な一歩
となります。この技術は、食品や消費財の包装における持続可能なソリューションの選
択肢を広げ、ブランドオーナーが自社の環境目標を達成するのに貢献するでしょう。将
来的には、このようなリサイクル設計を考慮した高性能バリア材料が、多層包装の標準
となる可能性があり、包装業界全体の環境フットプリントを大幅に削減することが期待
されます。投資家にとっては、持続可能性を重視する市場での競争優位性を確立する技
術として注目されます。

元記事: https://www.kuraray.com/us-en/news/2026/the-packaging-experts-who-just-earned-a-top-

food-science-honor/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.kuraray.com/us-en/news/2026/the-packaging-experts-who-just-earned-a-top-food-science-honor/
https://www.kuraray.com/us-en/news/2026/the-packaging-experts-who-just-earned-a-top-food-science-honor/


#08 コレステロール除去のための血液浄化がマイクロプラ
スチックも除去する可能性、メカニズムは未解明

概要

新規研究により、コレステロール除去を目的とした血液浄化プロセスが、ポリスチレ
ン、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレートなどのマイクロプラスチックも血
液中から減少させる可能性が示された。この予期せぬ発見は、血液中のプラスチック

が細胞外クロマチンや小胞と結合している可能性を示唆するものの、その正確なメカ
ニズムはまだ不明である。この研究は、ヒトの健康におけるマイクロプラスチックの
役割と除去方法に関する新たな洞察を提供する可能性がある。

公開日 2026年08月04日  EurekAlert!  アメリカ



詳細

主要成果

コレステロール除去のために行われる血液浄化が、驚くべきことに、血液中のポリスチ
レン、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレートといったマイクロプラスチックの
検出可能なレベルも低下させることが新たな研究で明らかになりました。この予期せぬ
発見は、マイクロプラスチックがヒトの健康に与える影響や、体内からの除去方法に関
する理解を深める上で重要な示唆を与えています。

技術・臨床詳細

この研究では、標準的なコレステロール除去のための血液浄化プロセスが分析されまし
た。具体的なメカニズムはまだ解明されていませんが、研究者たちは、循環中のプラス
チック粒子が細胞外クロマチン（細胞核外に存在するDNAとタンパク質の複合体）や小
胞（細胞から放出される膜に包まれた小粒子）に結合している可能性があると推測して
います。これらの結合により、血液浄化システムがコレステロールだけでなく、結合し
たマイクロプラスチックも捕捉する可能性があります。もしこのメカニズムが確認され
れば、これはマイクロプラスチックが体内でどのように輸送され、相互作用するかにつ
いて新たなモデルを提示することになります。このプロセスは、従来の血液透析や他の
血液濾過技術とは異なる可能性があり、マイクロプラスチック除去に特化した医療介入
の開発につながるかもしれません。

背景・業界文脈

マイクロプラスチック汚染は、環境問題としてだけでなく、食物連鎖を通じて人体にも
蓄積されることが確認されており、世界中で大きな懸念となっています。近年、ヒトの
血液中からもマイクロプラスチックが検出されるようになり、その健康への影響に関す
る研究が活発化しています。しかし、体内でのマイクロプラスチックの動態、蓄積メカ
ニズム、そして除去方法については、まだ多くのことが不明なままです。今回の研究
は、既存の医療技術が予期せぬ形でこの問題に寄与する可能性を示しており、医療分野
における新たな研究領域を開拓するものです。



今後の展望

この発見は、マイクロプラスチックの体内動態とヒトの健康への影響に関する研究に新
たな方向性をもたらします。今後の研究では、血液浄化におけるマイクロプラスチック
除去のメカニズムを詳細に解明し、その効果、安全性、そして応用可能性を評価するこ
とが不可欠です。もし、この技術が意図的にマイクロプラスチックを除去できることが
証明されれば、慢性疾患患者の健康改善や、マイクロプラスチックに高濃度で曝露され
る可能性のある集団への介入策として検討される可能性があります。これは、環境科
学、医学、材料科学の境界領域における学際的な研究を促進し、将来的には新たな診断
法や治療法の開発へと繋がるかもしれません。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1137934

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1137934


#09 三菱ケミカル、10.5万トン規模の台湾MMA事業を
CPDCに譲渡 ― アジア市場再編と高成長分野集中を加速

概要

三菱ケミカルは2026年8月3日までに、台湾の高雄モノマー社（MMA生産）の60%の持
分をChina Petrochemical Development Corporation (CPDC)に譲渡した。この戦略的決
定は、アジアのMMA（メチルメタクリレート）事業の再編を加速し、より競争力のあ

る拠点に生産を集中させるとともに、成長性の高い市場に経営資源を振り向けること
を目的としている。これにより、同社は高機能材料やヘルスケアなどの重点分野への
投資を強化する。

公開日 2026年08月04日  echemi  日本



詳細

主要成果

三菱ケミカルは、台湾の高雄モノマー社におけるMMA（メチルメタクリレート）生産
事業の 60%の持分を、 2026年 8月 3日までに China Petrochemical Development
Corporation (CPDC)に譲渡しました。この売却は、同社のアジアにおけるMMA事業の抜
本的な再編の一環であり、競争力の高い地域への生産拠点集約と、高成長分野への経営
資源の集中を加速させる戦略的な動きです。

技術・臨床詳細

高雄モノマー社は、年間10万5,000トンのMMA生産能力を持つプラントを台湾に有して
います。MMAは、アクリル樹脂（PMMA）の主要な原料であり、自動車部品、建材、
光学レンズ、ディスプレイなど幅広い分野で利用されています。三菱ケミカルは、この
譲渡により、アジア太平洋地域におけるMMA生産体制を最適化し、特に中国などの巨
大市場における競争激化に対応することを目指しています。譲渡後も、同社は日本、タ
イ、サウジアラビアなどの既存の拠点を通じてMMA事業を継続しますが、より効率的
で持続可能なサプライチェーンの構築に注力する方針です。

背景・業界文脈

近年、アジアのMMA市場では、中国企業による大規模な新規生産能力の増強が相次
ぎ、供給過剰と価格競争が激化しています。このような市場環境の変化に対応するた
め、三菱ケミカルは、選択と集中を加速させる必要がありました。同社は、中長期的な
成長戦略として、ライフサイエンス、高機能材料、カーボンニュートラルソリューショ
ンといった分野への投資を強化しており、MMA事業のような汎用性の高い製品分野に
おいては、構造改革を通じて競争力を維持しつつ、ポートフォリオの最適化を進めてい
ます。



今後の展望

今回の台湾MMA事業の譲渡は、三菱ケミカルがグローバルな化学産業におけるポート
フォリオ変革を進める上で重要なマイルストーンとなります。これにより、同社は高機
能材料やヘルスケアなどの戦略的成長分野への投資をさらに加速し、より高い収益性と
持続可能性を持つ事業構造への転換を目指すでしょう。CPDCにとっては、MMA生産能
力の強化とアジア市場での影響力拡大につながります。この動きは、アジアの化学品市
場における構造変化を象徴するものであり、他の化学企業にも同様のポートフォリオ見
直しを促す可能性があります。

元記事: https://www.echemi.com/cms/3168802.html

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.echemi.com/cms/3168802.html


#10 動的共有結合化学がポリマーネットワークのクローズ
ドループリサイクルを革新 ― 持続可能な材料開発を加速

概要

MDPIが公開した学術記事は、動的共有結合化学がポリマーネットワークのクローズド
ループリサイクルにおいて画期的な可能性を秘めていると指摘している。この技術
は、溶媒や添加剤の使用を最小化または排除し、市販の熱硬化性材料に存在する結合

の動的挙動を活性化させる新しい動的化学を設計することで、持続可能なポリマー材
料の開発を加速する。これにより、プラスチック廃棄物の問題解決と資源循環型社会
の実現に大きく貢献することが期待される。

公開日 2026年08月06日  MDPI  グローバル



詳細

主要成果

動的共有結合化学は、ポリマーネットワークのクローズドループリサイクルにおいて革
新的な可能性を秘めており、持続可能なポリマー材料の開発を大きく加速させることが
MDPIの学術記事で強調されました。このアプローチは、熱硬化性プラスチックのよう
な、従来はリサイクルが困難であった材料を、高価値な製品へと再利用する道を開くも
のです。

技術・臨床詳細

動的共有結合化学は、特定の外部刺激（熱、光、pHなど）に応答して可逆的に結合を
形成・切断する特性を持つ分子を利用します。これにより、ポリマーネットワークは再
加工、自己修復、あるいは元のモノマーやオリゴマーへの解重合が可能になります。こ
の技術の重要な利点は、リサイクルプロセスにおいて溶媒や添加剤の使用を最小限に抑
える、または完全に排除する可能性です。記事では、市販の熱硬化性材料に存在する結
合の動的挙動を活性化するための新しい動的化学の設計が詳細に議論されています。例
えば、ジスルフィド結合、イミン結合、ボロン酸エステル結合、ディールス・アルダー
反応などが、ポリマーの再加工性とリサイクル性を向上させるために活用されていま
す。これにより、劣化したポリマーを高品質な新しい材料へと再生することが可能にな
り、材料のライフサイクルを大幅に延長します。

背景・業界文脈

プラスチック廃棄物の増大とそれに伴う環境問題は、世界的な課題となっています。特
に、一度硬化すると再加工が難しい熱硬化性プラスチックは、自動車、航空宇宙、電子
機器などの高性能用途で広く利用されているものの、リサイクルが極めて困難でした。
従来の機械的リサイクルはダウンサイクリング（品質低下）を伴うことが多く、化学的
リサイクルは高コストかつエネルギー集約的であるという課題があります。動的共有結
合化学は、これらの課題に対する画期的な解決策を提供し、高性能を維持しつつ、真の
クローズドループリサイクルを実現する可能性を秘めています。



今後の展望

動的共有結合化学は、持続可能なポリマー材料の設計と製造に革命をもたらす可能性を
秘めています。今後の研究は、より効率的で汎用性の高い動的結合システムの開発、大
規模生産へのスケーラビリティの検証、そして既存のリサイクルインフラとの互換性向
上に焦点を当てるでしょう。この技術が商業的に実用化されれば、プラスチック廃棄物
の大幅な削減、資源の有効利用、そして循環型経済の実現に大きく貢献し、企業にとっ
ては新たな市場機会と環境規制への対応策を提供する重要な技術となるでしょう。投資
家は、この分野の技術革新がもたらす長期的な成長ポテンシャルに注目すべきです。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13217332/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13217332/


#11 旭化成、中国HighChem Shanghaiと高性能Liイオン
電池用Acetolyte電解質技術で初のライセンス契約締結

概要

旭化成は、独自のAcetolyte電解質技術に関して、中国のHighChem Shanghaiと初のラ
イセンス契約を締結し、高性能リチウムイオン電池の商業化を加速させる。この提携
は、次世代電池技術の開発において旭化成の優位性を確立するものであり、特に中国

市場における電動化の進展に大きく貢献する。香港大学の研究者もリチウム金属電池
のカチオン輸送を改善するアニオン性ネットワーク固体電解質を発見するなど、高性
能電解質材料の研究開発が活発化している。

公開日 2026年08月06日  Facebook (Asahi Kasei post)  日本



詳細

主要成果

旭化成株式会社は、同社が独自に開発した「Acetolyte（アセトライト）」電解質技術に
関する中国初のライセンス契約をHighChem Shanghaiと締結しました。この戦略的提携
は、高性能リチウムイオン電池（LIB）の商業化を加速させるものであり、電気自動車
（EV）やエネルギー貯蔵システム（ESS）における技術革新に大きく貢献することが期
待されます。

技術・臨床詳細

Acetolyte電解質技術は、リチウムイオン電池の性能を向上させるために設計された旭化
成独自の技術です。電解液のイオン伝導性、安全性、長期安定性を高めることで、LIB

のエネルギー密度とサイクル寿命を向上させることが可能です。HighChem Shanghaiと
のライセンス契約により、この先進的な技術が中国市場、特に高性能LIBの需要が高い
EVやスマートフォンなどの分野で広く採用される道が開かれます。この技術は、電解液
の組成や添加剤の最適化を通じて、低温特性の改善や高電圧下での安定性確保にも寄与
すると考えられます。また、関連する研究として、香港大学の研究者たちは、リチウム
金属電池の主要な課題であるカチオン輸送を改善する一連のアニオン性ネットワーク固
体電解質を発見しており、高性能電解質材料の研究開発競争が活発化していることを示
しています。

背景・業界文脈

リチウムイオン電池は、脱炭素社会の実現に向けたキーテクノロジーであり、その性能
向上はEVの航続距離延長や、再生可能エネルギーの普及に不可欠です。中国は世界最大
のLIB市場であり、政府の強力な支援のもと、電池産業の技術革新とサプライチェーン
の強化が急速に進んでいます。旭化成の今回のライセンス契約は、同社の電解質技術が
中国市場で高い評価を得ていることを示すとともに、グローバルな電池サプライチェー
ンにおける同社の存在感をさらに高めるものです。



今後の展望

旭化成とHighChem Shanghaiの提携は、中国における高性能LIBの生産能力と技術レベ
ルを一段と引き上げるでしょう。これにより、中国内外のEVメーカーや電池メーカー
が、より高性能で信頼性の高い電池を採用できるようになり、電動化の波を加速させる
ことが期待されます。また、この契約は、旭化成がグローバルな技術ライセンス戦略を
通じて、その革新的な材料技術を世界に展開する上で重要な成功事例となります。高性
能電解質材料の開発競争は今後も激化し、リチウム金属電池や全固体電池といった次世
代電池技術への応用研究も加速していくことでしょう。投資家にとっては、脱炭素化と
電動化という巨大なトレンドにおけるキープレーヤーとしての旭化成の成長性が注目さ
れます。

元記事: https://www.facebook.com/www.timestech.in/posts/asahi-kasei-has-signed-its-first-licensing-

agreement-in-china-for-its-proprietar/1467316125416905/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/www.timestech.in/posts/asahi-kasei-has-signed-its-first-licensing-agreement-in-china-for-its-proprietar/1467316125416905/
https://www.facebook.com/www.timestech.in/posts/asahi-kasei-has-signed-its-first-licensing-agreement-in-china-for-its-proprietar/1467316125416905/


#12 住友精化、シンガポールでの高吸水性ポリマー生産能
力拡張でFY2027営業利益減少予測、売上は堅調

概要

住友精化株式会社は、シンガポールでの高吸水性ポリマー（SAP）製造能力拡張に伴
う固定費の増加により、2027会計年度の営業利益が減少するとの予測を発表した。し
かし、売上高は製品の値上げと円安効果により増加する見込みで、特にSAP事業の戦

略的投資が長期的な成長基盤を強化する。この投資は、世界的に需要が高まる紙おむ
つなどの衛生用品市場に対応するためのものであり、短期的な利益圧迫と引き換えに
将来の市場シェア拡大を目指す。

公開日 2026年08月06日  TipRanks  日本



詳細

主要成果

住友精化株式会社は、2027会計年度の業績見通しを発表し、シンガポールにおける高吸
水性ポリマー（SAP）の製造能力拡張に伴う固定費の増加が原因で、営業利益が減少す
ると予測しました。一方で、製品の値上げと有利な為替レート（円安）の恩恵により、
売上高は増加する見込みです。この戦略的投資は、短期的な収益への影響を伴うもの
の、長期的な市場競争力と成長基盤を強化することを目的としています。

技術・臨床詳細

高吸水性ポリマー（SAP）は、その優れた吸水・保水能力から、主に紙おむつや生理用
品といった衛生材料に利用されています。住友精化は、このSAP分野におけるグローバ
ルリーダーの一つであり、シンガポールでの製造能力拡張は、アジアを中心とした世界
的なSAP需要の高まりに対応するための重要な戦略です。新しいプラントの稼働に伴
い、固定費（減価償却費、人件費、維持管理費など）が増加しますが、これにより供給
安定性の向上とコスト競争力の強化が期待されます。また、高機能SAPの開発は、製品
の薄型化、吸水速度の向上、肌への刺激低減など、消費者のニーズに応える方向で進め
られています。

背景・業界文脈

世界のSAP市場は、特にアジア新興国における衛生意識の向上と高齢化社会の進展によ
り、今後も堅調な成長が見込まれています。主要メーカー各社は、この成長市場でのシ
ェア獲得と供給安定化のため、積極的に生産能力の増強を行っています。住友精化のシ
ンガポール投資は、このグローバルな競争環境の中で、同社の地位を盤石にするための
重要な一歩と言えます。原材料価格の変動や為替レートの動向も業績に大きく影響する
ため、企業はこれらの外部要因を慎重に管理しつつ、戦略的な投資を進める必要があり
ます。



今後の展望

住友精化のシンガポール工場拡張は、一時的な利益圧迫をもたらすものの、長期的な視
点で見れば、同社のSAP事業の成長を確実にするための賢明な投資と評価できます。新
施設の完全稼働後には、生産効率の向上と規模の経済効果により、収益性が回復・向上
する可能性が高いです。また、高機能SAPの開発と供給体制の強化は、市場における同
社の優位性をさらに高め、紙おむつメーカーなどの顧客企業に対する価値提案を強化す
るでしょう。投資家にとっては、短期的な業績変動よりも、この戦略的投資がもたらす
長期的な成長ポテンシャルに注目すべきです。

元記事: https://www.tipranks.com/news/company-announcements/sumitomo-seika-issues-fy2027-

forecasts-as-sales-rise-but-operating-profit-slips

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tipranks.com/news/company-announcements/sumitomo-seika-issues-fy2027-forecasts-as-sales-rise-but-operating-profit-slips
https://www.tipranks.com/news/company-announcements/sumitomo-seika-issues-fy2027-forecasts-as-sales-rise-but-operating-profit-slips


#13 三菱ケミカルグループ、FY2026第1四半期に純利益倍
増 ― バリア包装材ポリマーと炭素繊維複合材が牽引

概要

三菱ケミカルグループは、2026年度第1四半期に在庫益が寄与し、純利益が倍増した
と発表した。特に、バリア包装材料用ポリマーと多層セラミックコンデンサフィルム
の売上が好調に推移し、フィルム＆高機能材料部門が業績を牽引。また、半導体製造

装置用高性能エンジニアリングプラスチックおよびロボタクシー用炭素繊維複合材料
部品の量産が増加し、高機能材料分野での戦略的成長が明確に示された。

公開日 2026年07月31日  Investing.com  日本



詳細

主要成果

三菱ケミカルグループは、2026年度第1四半期（4月～6月）の連結決算において、在庫
評価益の寄与もあり純利益が前年同期比で倍増したことを発表しました。この好調な業
績は、特にフィルム＆高機能材料部門におけるバリア包装材料用ポリマーと多層セラミ
ックコンデンサフィルムの売上増加によって強く牽引されました。

技術・臨床詳細

同社のフィルム＆高機能材料部門は、食品や医薬品の鮮度保持に不可欠な高機能バリア
包装材料用ポリマーの販売好調が収益に大きく貢献しました。これらのポリマーは、優
れたガスバリア性や防湿性を持ち、包装された製品の品質維持に寄与します。また、電
子機器の小型化・高性能化を支える多層セラミックコンデンサ（MLCC）向けのフィル
ムも、需要の拡大により売上が伸びました。MLCCフィルムは、積層プロセスの精度と
信頼性を保証する重要な材料です。さらに、半導体製造装置に不可欠な高性能エンジニ
アリングプラスチックの需要増、および自動運転車（ロボタクシー）の軽量化と高強度
化に貢献する炭素繊維複合材料部品の量産拡大も、同社の高機能材料事業の成長を後押
ししました。

背景・業界文脈

三菱ケミカルグループは、高機能材料、ヘルスケア、カーボンニュートラルソリューシ
ョンを戦略的成長分野として位置づけ、事業ポートフォリオの変革を進めています。今
回の業績は、これらの重点分野への投資と技術開発が着実に成果を上げていることを示
しています。特に、半導体市場の堅調な需要と、自動車産業における電動化・自動運転
化の進展は、同社の高機能材料にとって追い風となっています。在庫益は一時的な要因
ですが、本業である高機能材料の売上増は、同社の長期的な成長戦略の妥当性を裏付け
るものです。



今後の展望

三菱ケミカルグループは、今後も高機能材料分野への研究開発投資を継続し、持続可能
な社会の実現に貢献する革新的な製品開発に注力するでしょう。特に、電気自動車、5G

通信、データセンターなど、成長が期待される分野でのソリューション提供を強化する
ことで、さらなる収益拡大を目指します。今回の好業績は、同社の戦略が正しい方向に
向かっていることを示唆しており、将来の成長への期待を高めるものです。投資家は、
同社が高機能材料ポートフォリオをさらに強化し、グローバル市場での競争力を高める
動向に注目する必要があります。

元記事: https://www.investing.com/news/company-news/mitsubishi-chemical-q1-fy2026-slides-profit-

doubles-on-inventory-gains-93CH-4828877

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.investing.com/news/company-news/mitsubishi-chemical-q1-fy2026-slides-profit-doubles-on-inventory-gains-93CH-4828877
https://www.investing.com/news/company-news/mitsubishi-chemical-q1-fy2026-slides-profit-doubles-on-inventory-gains-93CH-4828877


#14 東レ、独自ポリマーアロイ技術でリチウムイオン電池
向け高性能負極フィルムを開発 ― 耐還元性と密着性を両
立

概要

東レ株式会社は、独自のポリマーアロイ技術に基づく高度な構造制御と成膜技術を駆

使し、リチウムイオン電池（LIB）向け高性能負極フィルム用の新しい樹脂フィルム基
板を開発した。この新フィルムを用いた負極集電体は、優れた耐還元性、銅層への強
力な密着性、および銅箔に匹敵する機械的強度と低い熱収縮性を実現。これにより、

LIBの長寿命化と安全性向上に大きく貢献し、特にEV向け電池の性能向上に寄与する画
期的な成果である。

公開日 2026年07月30日  Urja Daily  日本



詳細

主要成果

東レ株式会社は、独自のポリマーアロイ技術と先進的な構造制御・成膜技術を組み合わ
せることで、リチウムイオン電池（LIB）の負極向けに、従来の銅箔に代わる高性能樹
脂フィルム基板を開発しました。この新しいフィルム基板を用いた負極集電体は、優れ
た耐還元性、銅層への強力な密着性、高い機械的強度、そして低い熱収縮性を両つこと
で、LIBの性能と安全性を飛躍的に向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

今回開発された樹脂フィルム基板は、東レ独自のポリマーアロイ技術によって、材料の
分子構造レベルから精密に設計されています。これにより、従来の銅箔では達成が困難
であった、以下の複数の優れた特性を同時に実現しています。

**優れた耐還元性**: リチウムイオン電池の充放電サイクルにおいて、電解液の還元
反応による劣化を抑制し、長期間にわたる電池性能の維持に貢献します。

**銅層への強力な密着性**: 負極活物質層と集電体層の界面における剥離を防ぎ、高
いレートでの充放電時にも安定した電気伝導性を確保します。

**銅箔に匹敵する機械的強度**: 薄膜でありながらも、製造プロセスや電池組み込み
時の物理的ストレスに耐える十分な強度を有しています。

**低い熱収縮性**: 高温環境下での電池の寸法安定性を高め、内部短絡のリスクを低
減することで、電池の安全性向上に寄与します。

これらの特性は、特に電気自動車（EV）や大容量蓄電池システムにおいて、高出力、長
寿命、高安全性が求められるLIBの実現に不可欠です。

背景・業界文脈

リチウムイオン電池は、電気自動車や携帯型電子機器、エネルギー貯蔵システムなど、
多岐にわたる分野で基幹デバイスとして利用されています。しかし、さらなる高性能化
と安全性の確保が喫緊の課題となっています。特に負極集電体は、電池のエネルギー密
度、出力、寿命、そして安全性に大きな影響を与える重要な構成要素です。従来の銅箔
は、その優れた導電性から広く用いられてきましたが、重量、柔軟性、そして耐還元性
には限界がありました。東レの新しい樹脂フィルム基板は、これらの課題を克服し、次
世代LIBの実現に向けたブレークスルーとなる可能性を秘めています。



今後の展望

東レが開発したこの高性能負極フィルムは、LIBのさらなる進化に大きく貢献すること
が期待されます。今後は、量産化に向けた製造プロセスの最適化と、様々な電池設計へ
の適合性検証が進められるでしょう。この技術が広く採用されれば、EVの航続距離延
長、充電時間の短縮、そして電池の長寿命化と安全性の向上に寄与し、脱炭素社会の実
現に向けた電動化の動きをさらに加速させるでしょう。投資家にとっては、リチウムイ
オン電池材料分野における新たな技術革新として注目すべき成果です。

元記事: https://urjadaily.com/toray-develops-high-performance-anode-film-for-lithium-ion-batteries/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://urjadaily.com/toray-develops-high-performance-anode-film-for-lithium-ion-batteries/


#15 三菱ケミカルグループ、PFASフリーの極低温対応
PEEKグレード「Ketron™ CR-S PEEK」を発表

概要

三菱ケミカルグループは、極低温環境（-196°C）での静的シール用途に特化したPFAS

フリーのPEEK（ポリエーテルエーテルケトン）グレード「Ketron™ CR-S PEEK」を新
たに導入した。この材料は、極低温下でも優れた引張強度と低い圧縮弾性率を維持す

ることができ、高機能かつ環境規制に対応したソリューションとして期待される。半
導体製造装置、医療機器、航空宇宙など、極限環境下での信頼性が求められる分野に
貢献する。

公開日 日付不明  Mitsubishi Chemical Group  日本



詳細

主要成果

三菱ケミカルグループは、極低温環境（-196°C、液体窒素温度に相当）での静的シール
用途向けに特別に設計された、PFAS（有機フッ素化合物）フリーの高性能PEEK（ポリ
エーテルエーテルケトン）グレード「Ketron™ CR-S PEEK」を導入しました。この革新
的な材料は、極限の低温下でも優れた機械的特性を維持し、高機能かつ環境規制に適合
したソリューションを提供します。

技術・臨床詳細

Ketron™ CR-S PEEKは、極低温下で一般的なポリマー材料が脆化する課題を克服するた
めに開発されました。この材料は、液体窒素温度である-196°Cという非常に低い温度に
おいても、その主要な機械的特性を維持します。具体的には、高い引張強度を保ちつ
つ、低い圧縮弾性率を示すため、シール材として必要とされる適度な柔軟性と圧力に対
する応答性を兼ね備えています。これにより、極低温環境下での漏れ防止や、繰り返し
の熱サイクルに対する安定性を確保することが可能になります。また、PFASフリーであ
るため、環境規制への対応という点で重要な利点を持っています。この特性は、半導体
製造装置、医療機器、航空宇宙、LNG（液化天然ガス）処理など、極限環境下での高い
信頼性と安全性が求められる分野で特に価値を発揮します。

背景・業界文脈

極低温用途の市場は、半導体、医療、エネルギー分野の技術進化に伴い、その重要性が
増しています。例えば、最先端の半導体製造プロセスでは、極低温環境でのガスや液体
の精密な制御が不可欠です。また、再生可能エネルギーの輸送や貯蔵（例：LNG）にお
いても、極低温での材料の安定性が求められます。従来のフッ素系ポリマーはこれらの
用途で広く使用されてきましたが、PFAS規制の強化により、高性能なPFASフリー代替
材料の開発が喫緊の課題となっていました。三菱ケミカルグループのKetron™ CR-S
PEEKは、このニーズに応える画期的なソリューションです。



今後の展望

Ketron™ CR-S PEEKの導入は、極低温用途における高性能ポリマー材料の新たな標準を
確立する可能性を秘めています。今後、この材料は、半導体産業における次世代製造装
置、宇宙探査技術、高度医療診断装置など、さらに幅広い分野での採用が期待されま
す。また、PFAS規制が今後さらに厳格化される中で、Ketron™ CR-S PEEKのような環境
適合性の高い高性能材料は、市場での競争優位性を確立する上で不可欠となるでしょ
う。三菱ケミカルグループは、この製品を通じて、高機能材料事業におけるリーダーシ
ップを強化し、持続可能な社会の実現に貢献していくものと期待されます。

元記事: https://www.mcam.com/en/products/shapes/advanced/ketron/ketron-crs-peek

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mcam.com/en/products/shapes/advanced/ketron/ketron-crs-peek


#16 三菱ガス化学、FY2026第1四半期に売上・利益増加
― 半導体化学品とエンジニアリングプラスチックが好調

概要

三菱ガス化学株式会社は、2026年度第1四半期に売上高と利益がともに増加したと発
表した。この好調な業績は、半導体製造用化学品の販売量増加と、エンジニアリング
プラスチック（ポリカーボネート/シートフィルム、ポリアセタール）および光学材料

（光学ポリマー）における価格転嫁の成功によって牽引された。特にICプラスチック
パッケージ用BT材料の需要も堅調であり、同社の高機能材料事業が市場の需要を的確
に捉えていることを示している。

公開日 2026年08月07日  Mitsubishi Gas Chemical Company, INC.  日本



詳細

主要成果

三菱ガス化学株式会社は、2026会計年度第1四半期（4月～6月）の連結決算において、
売上高および利益が前年同期比で増加したことを発表しました。この好調な業績は、半
導体製造用化学品における販売量の増加と、主要なエンジニアリングプラスチックおよ
び光学材料事業における価格転嫁の成功が主な要因です。

技術・臨床詳細

同社の半導体製造用化学品部門は、グローバルな半導体需要の回復と最先端技術への投
資加速に支えられ、販売量を大きく伸ばしました。これらの化学品は、半導体デバイス
の微細化と高性能化に不可欠な高純度材料であり、技術革新を支える基盤となっていま
す。また、エンジニアリングプラスチック分野では、ポリカーボネート/シートフィル
ムとポリアセタールが好調でした。ポリカーボネートは、高い透明性と耐衝撃性から自
動車部品、電子機器、建材などに広く利用され、シートフィルムはディスプレイや光学
用途で需要があります。ポリアセタールは、優れた摺動性や耐摩耗性から機械部品や精
密部品に採用されています。さらに、光学材料としての光学ポリマーも、その性能が評
価され価格転嫁が進みました。特に、ICプラスチックパッケージ用BT材料は、高密度実
装を可能にする基板材料として、データセンターや5G通信向け半導体の需要増に伴い堅
調な販売を維持しています。

背景・業界文脈

世界経済は、デジタル化の加速と脱炭素化の動きを背景に、半導体、電気自動車、再生
可能エネルギーといった分野で材料に対する高い需要を生み出しています。三菱ガス化
学は、これらの成長市場に焦点を当て、高機能化学品と材料の供給を通じて、その競争
力を強化しています。原材料価格の高騰やサプライチェーンの混乱といった課題が続く
中で、同社が価格転嫁に成功したことは、その製品の独自性と市場における優位性を示
唆しています。



今後の展望

三菱ガス化学の今回の好業績は、同社が成長分野でのリーダーシップを確立しつつある
ことを明確に示しています。今後も、半導体、電子材料、自動車、光学といった分野で
の技術開発と市場開拓に注力し、高機能材料の提供を通じて持続可能な社会の実現に貢
献するでしょう。特に、ICパッケージ用BT材料や高性能エンジニアリングプラスチック
は、AI、5G、IoTの普及に伴い、さらなる需要拡大が見込まれるため、これらの分野へ
の戦略的投資が継続されると予想されます。投資家は、同社の技術革新と成長市場での
プレゼンス拡大に注目すべきです。

元記事: https://www.mgc.co.jp/eng/corporate/news/files/2608073e.pdf

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mgc.co.jp/eng/corporate/news/files/2608073e.pdf


#17 HP、高性能ポリマー対応の新型産業用フィラメント
3Dプリンター「600 HT」を発表 ― 航空宇宙・医療・自
動車向け高付加価値生産を革新

概要

HPは、初のFFF（熱溶解積層法）3Dプリンター「Industrial Filament 3D Printer 600

HT」を発表し、高性能ポリマー3Dプリンティング市場に参入した。このプリンター
は、PEEK、PAEK、PEI、炭素繊維強化材料などの先進ポリマーに対応し、航空宇宙、
医療機器、自動車分野における高付加価値生産用途をターゲットとしている。従来の

3Dプリンターでは困難だったこれらの材料の精密かつ安定した造形を実現し、産業用
アプリケーションでの積層造形技術の活用を大きく推進する。

公開日 2026年07月30日  3D Printing Industry  アメリカ



詳細

主要成果

HPは、同社初のFFF（熱溶解積層法）3Dプリンターとなる「 Industrial Filament 3D

Printer 600 HT」を発表し、高性能ポリマー積層造形市場への本格参入を果たしまし
た。この新型プリンターは、PEEK、PAEK、PEI、炭素繊維強化材料といった、従来製造
が困難だった先進ポリマーに対応し、航空宇宙、医療機器、自動車などの高付加価値産
業における生産アプリケーションを革新する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

Industrial Filament 3D Printer 600 HTは、高温環境での安定した造形を可能にする高度な
加熱チャンバーと、高性能フィラメントの精密な制御を実現するエクストルーダーシス
テムを特徴としています。これにより、以下の高性能ポリマーを高い精度と再現性でプ
リントすることができます。

**PEEK（ポリエーテルエーテルケトン）**: 優れた耐熱性、耐薬品性、機械的強度を
持ち、航空宇宙部品、医療用インプラント、自動車エンジン部品などに使用されま
す。

**PAEK（ポリアリールエーテルケトン）**: PEEKと同様の特性を持ちつつ、特定の用
途でさらに優れた性能を発揮する高機能ポリマーです。

**PEI（ポリエーテルイミド）**: 高い強度と剛性、耐熱性を兼ね備え、電子部品や自
動車部品、航空機内装材などに適しています。

**炭素繊維強化材料**: ポリマーに炭素繊維を複合化することで、軽量かつ非常に高
い剛性と強度を実現し、航空宇宙構造材や高性能スポーツ用品などに用いられます。

これらの材料は、その優れた特性から要求の厳しい産業分野で重宝されていますが、従
来の3Dプリンティング技術では、反りや層間剥離といった問題が生じやすく、安定した
造形が困難でした。HP 600 HTは、これらの課題を克服し、信頼性の高い最終用途部品
の生産を可能にします。



背景・業界文脈

積層造形技術は、プロトタイピングから最終製品製造へと適用範囲を拡大しており、特
に高機能ポリマーを用いた部品製造への期待が高まっています。航空宇宙産業では軽量
化と複雑な形状の実現が、医療分野ではカスタマイズされた医療機器やインプラントの
製造が、自動車産業では性能向上とコスト削減が求められています。HPの参入は、こ
れらの産業における3Dプリンティングの採用をさらに加速させ、デジタルマニュファク
チャリングへの移行を推進する重要なステップとなります。

今後の展望

HP Industrial Filament 3D Printer 600 HTの登場は、高性能ポリマーの積層造形市場にお
いて新たな競争を促し、技術革新を加速させるでしょう。今後、より多くの産業がこの
技術を活用して、複雑で軽量、かつ高性能な部品をオンデマンドで生産することが可能
になります。これは、サプライチェーンの柔軟性を高め、製品開発サイクルを短縮し、
新しいビジネスモデルの創出にも繋がります。HPのこの動きは、3Dプリンティングが
単なるプロトタイピングツールから、本格的な産業用生産技術へと成熟していることを
明確に示しています。

元記事: https://3dprintingindustry.com/news/hps-new-industrial-filament-3d-printer-600-ht-takes-on-

advanced-polymers-253467/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://3dprintingindustry.com/news/hps-new-industrial-filament-3d-printer-600-ht-takes-on-advanced-polymers-253467/
https://3dprintingindustry.com/news/hps-new-industrial-filament-3d-printer-600-ht-takes-on-advanced-polymers-253467/


#18 Sinopec、ハイエンドPVA生産能力を拡大 ― 中国の
輸入依存度低減と再生可能エネルギー・エレクトロニクス
需要に対応

概要

Sinopec（中国石油化工集団）は、ハイエンドPVA（ポリビニルアルコール）の生産能

力を大幅に拡大し、中国の輸入依存度を低減する戦略を発表した。この増強は、再生
可能エネルギー、エレクトロニクス、ヘルスケア、先端製造業といった高成長産業か
らのPVA需要の高まりに対応するもの。国内供給の増加により、PVAの価格安定化とサ

プライチェーンの強靭化が期待され、中国の産業自給率向上に貢献する。

公開日 2026年08月03日  ChemAnalyst  中国



詳細

主要成果

Sinopec（中国石油化工集団）は、ハイエンドPVA（ポリビニルアルコール）の生産能
力を拡大する戦略的な動きを発表しました。この取り組みは、中国のPVA輸入への依存
度を低減し、再生可能エネルギー、エレクトロニクス、ヘルスケア、先端製造業といっ
た高成長分野からの需要増に国内で対応することを目的としています。この生産能力増
強により、PVAの国内供給が安定し、市場価格の安定化とサプライチェーンの強靭化に
貢献することが期待されます。

技術・臨床詳細

PVAは、水溶性ポリマーであり、その優れた接着性、乳化性、皮膜形成性から、液晶デ
ィスプレイの偏光フィルム、繊維加工、紙・板紙コーティング、接着剤、医療材料な
ど、幅広いハイエンド産業用途で利用されています。Sinopecの今回の生産能力拡大
は、特に高純度・高機能PVAの生産に焦点を当てています。具体的には、高品質な原料
の確保、効率的な重合技術、精密な後処理工程の最適化を通じて、製品の性能と安定性
を向上させることを目指しています。これにより、太陽電池用封止材、半導体製造プロ
セス用研磨剤、高機能医療用フィルムなど、高度な品質要求を持つアプリケーションへ
の供給を強化し、海外からの輸入に頼っていた分野での国産化を推進します。

背景・業界文脈

中国は世界最大のPVA生産国の一つですが、特に高機能・高付加価値なハイエンドPVA
に関しては、依然として輸入に大きく依存している状況にありました。国内産業の高度
化と技術自立を目指す中国政府の方針のもと、Sinopecのような大手企業がハイエンド
材料の国産化を推進することは、国家的な戦略的意義を持っています。特に、再生可能
エネルギー分野（太陽電池など）やエレクトロニクス産業（ディスプレイ、半導体）は
急速に成長しており、これらの産業の競争力を維持・強化するためには、安定した高品
質な材料供給が不可欠です。



今後の展望

SinopecによるハイエンドPVA生産能力の拡大は、中国国内のPVA市場における競争環境
を変化させ、輸入代替を加速させるでしょう。これにより、国内メーカーはより競争力
のある価格で高品質なPVAを調達できるようになり、製品開発とコスト削減に貢献しま
す。長期的には、この戦略は中国がグローバルサプライチェーンにおける高機能材料の
主要供給国としての地位を確立する上で重要な一歩となります。投資家にとっては、中
国の国内市場における高機能材料の自給率向上というトレンドと、それに関連する
Sinopecの成長機会に注目すべきです。

元記事: https://www.chemanalyst.com/NewsAndDeals/NewsDetails/sinopec-expands-high-end-pva-

capacity-to-reduce-import-43682

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.chemanalyst.com/NewsAndDeals/NewsDetails/sinopec-expands-high-end-pva-capacity-to-reduce-import-43682
https://www.chemanalyst.com/NewsAndDeals/NewsDetails/sinopec-expands-high-end-pva-capacity-to-reduce-import-43682


#19 フラウンホーファーとIWM、PFASフリーコーティン
グ向けレーザー製造プロセス開発 ― 摩擦低減と耐摩耗性
向上を実現

概要

ドイツのフラウンホーファーILTとIWMの研究者チームは、環境負荷の高いPFAS（有機

フッ素化合物）を含まないコーティング向けに、レーザーベースの革新的な製造プロ
セスを開発した。この技術は、ポリマー部品にダイヤモンドライクカーボン（DLC）
コーティングを施すことで、摩擦の低減、耐摩耗性の向上、シールの寿命延長を実現

する。PEEK、ポリアミド、ポリプロピレンなどの高性能ポリマーを使用したエラスト
マーローラーへの応用も含まれ、PFAS規制強化に対応する画期的なソリューションを
提供する。

公開日 2026年08月04日  Home of Welding  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツのフラウンホーファーILTとIWMの研究者チームは、PFAS（有機フッ素化合物）
を含まない高性能コーティング向けの新しいレーザーベースの製造プロセスを開発しま
した。この革新的な技術は、ポリマー部品にダイヤモンドライクカーボン（DLC）コー
ティングを施すことで、摩擦を大幅に低減し、耐摩耗性を向上させ、シール部品の寿命
を延長することを可能にします。これは、環境規制の強化に対応しつつ、産業用途での
性能を向上させる画期的な成果です。

技術・臨床詳細

開発されたレーザーベースのプロセスは、高エネルギーレーザーを使用してDLC層をポ
リマー基材に直接成膜するものです。DLCは、その名の通りダイヤモンドに似た特性を
持ち、非常に硬く、摩擦係数が低いという特徴があります。このコーティングを施すこ
とで、PEEK（ポリエーテルエーテルケトン）、ポリアミド、ポリプロピレンといった高
性能ポリマー製の部品、特にエラストマーローラーなどの動的な部品において、表面の
耐久性と機能性が飛躍的に向上します。従来のコーティング技術では、ポリマー表面へ
のDLCの強固な密着が課題となることがありましたが、レーザー技術を用いることで、
密着性を最適化し、長期間にわたる安定した性能を確保します。これにより、機械部品
の効率向上、メンテナンスコストの削減、そして最終製品のライフサイクル全体での環
境負荷低減が実現します。

背景・業界文脈

PFASは、その優れた撥水・撥油性から様々な高性能コーティングに利用されてきました
が、「永遠の化学物質」として環境中での分解が困難であり、健康への影響が懸念され
ています。欧州ではPFASの製造・使用に対する規制が急速に強化されており、産業界は
高性能なPFASフリー代替品を早急に求めています。この研究は、このような規制動向に
対応し、環境負荷を低減しながらも、従来のPFAS含有コーティングに匹敵、あるいはそ
れを超える性能を持つソリューションを提供しようとするものです。



今後の展望

フラウンホーファーILTとIWMによるこのレーザーベースのDLCコーティング技術は、自
動車産業、機械工学、医療機器、エネルギー産業など、摩擦低減、耐摩耗性、そして
PFASフリーが求められる幅広い分野で大きな応用可能性を秘めています。今後、この技
術の大規模生産へのスケーラビリティ検証や、さらに多様なポリマー材料への適用性拡
大が進められるでしょう。この技術が商業的に確立されれば、持続可能な製造プロセス
の推進と、高性能で環境に優しい製品の市場導入を加速させることが期待されます。投
資家にとっては、環境規制対応と高性能材料市場の両方で競争優位性をもたらす技術と
して注目すべきでしょう。

元記事: https://www.home-of-welding.com/news/pfas-free-coatings-6730

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.home-of-welding.com/news/pfas-free-coatings-6730


#20 ミシュランとアクセンス、バイオベース分子5-HMF
の産業化提携で石油由来樹脂代替を加速

概要

Michelin ResiCareとAxensは、バイオベース分子5-HMF（5-ヒドロキシメチルフルフラ
ール）の大規模な産業化を加速するための戦略的パートナーシップを締結した。5-

HMFは、樹脂、ポリマー、およびその他の持続可能な材料を生産するための重要なビ

ルディングブロックとして機能し、石油由来の分子を代替することを目指している。
この提携は、両社の技術的専門知識と資源を結集し、より持続可能な化学産業への移
行を強力に推進する。

公開日 2026年08月06日  Michelin  フランス



詳細

主要成果

Michelin ResiCareとAxensは、バイオベース分子5-HMF（5-ヒドロキシメチルフルフラ
ール）の大規模な産業化を加速するための戦略的パートナーシップを締結しました。こ
の提携は、石油由来の分子を代替する形で、より持続可能な樹脂、ポリマー、およびそ
の他の材料を生産するための重要なビルディングブロックとして5-HMFの活用を目指す
ものです。これにより、持続可能な化学製品の市場投入が大幅に加速されることが期待
されます。

技術・臨床詳細

5-HMFは、バイオマス由来の糖類から製造されるプラットフォーム化学品であり、その
化学構造から幅広い誘導体を合成することが可能です。特に、樹脂やポリマーのモノマ
ー、添加剤としての利用が期待されており、プラスチック、接着剤、コーティング、繊
維など、多岐にわたる産業分野での応用が見込まれます。Michelin ResiCareは、タイヤ
および高機能材料分野における先進的な専門知識を提供し、Axensは、触媒、プロセス
技術、およびライセンス供与における豊富な経験を持ち合わせています。このパートナ
ーシップでは、Axensの「Futurol」技術プラットフォームを活用し、バイオマスから効
率的に5-HMFを生産するプロセスの最適化とスケールアップが行われます。これによ
り、化石資源への依存を減らし、CO2排出量の削減に貢献すると同時に、高性能な製品
を提供することが可能になります。

背景・業界文脈

持続可能性への関心の高まりと、化石燃料資源の枯渇問題は、化学産業全体にバイオベ
ース材料への移行を促しています。多くの企業が、再生可能資源から作られる化学品や
ポリマーの開発生産に注力しており、5-HMFはその中でも特に汎用性が高く、重要な分
子の一つとされています。従来の石油化学プロセスに代わるバイオベースの代替品を開
発することは、環境フットプリントを削減し、循環型経済の構築に貢献するために不可
欠です。



今後の展望

MichelinとAxensの提携は、バイオベース化学品の産業化における重要なマイルストー
ンとなるでしょう。5-HMFの大規模生産が実現すれば、タイヤ、自動車、建築、包装な
ど、ミシュランが事業を展開する分野だけでなく、幅広い産業で持続可能な材料ソリュ
ーションが利用可能になります。これは、サプライチェーン全体での脱炭素化を加速
し、企業が環境目標を達成する上で大きな推進力となるでしょう。投資家にとっては、
バイオベース材料市場の成長と、それに伴う両社の収益拡大に注目すべき長期的な機会
となります。

元記事: https://www.michelin.com/en/publications/products-and-services/michelin-and-axens-towards-

a-bio-based-molecule

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.michelin.com/en/publications/products-and-services/michelin-and-axens-towards-a-bio-based-molecule
https://www.michelin.com/en/publications/products-and-services/michelin-and-axens-towards-a-bio-based-molecule


#21 Omniseal Solutions、ライフサイエンス機器向け高度
ポリマーシーリングを発表 ― 小型化、摩耗制御、PFAS規
制課題に対応

概要

Omniseal Solutionsは、ライフサイエンス機器向けに、小型化、摩耗制御、PFAS（有機

フッ素化合物）規制の課題に対応する高度なポリマーシーリングソリューションを開
発した。Meldin®ポリイミドやRulon®フッ素ポリマーなどの高性能材料を活用し、自
己潤滑性、広範な耐薬品性、熱サイクル下での良好な寸法安定性を提供。特に、用途

特有のPFAS代替材料ソリューションとOEMとの緊密な協力が、この分野での成功の鍵
となる。

公開日 2026年08月05日  AZoM  アメリカ



詳細

主要成果

Omniseal Solutionsは、ライフサイエンス機器の進化に伴う小型化、厳格な摩耗制御、
そして高まるPFAS（有機フッ素化合物）規制という複合的な課題に対応するため、高度
なポリマーシーリングソリューションを発表しました。この新技術は、高性能なポリイ
ミドやフッ素ポリマーを活用し、これらの要求の厳しいアプリケーションにおいて、比
類ない信頼性と耐久性を提供します。

技術・臨床詳細

Omniseal Solutionsが提供する主要な材料ソリューションには、Meldin®ポリイミドと
Rulon®フッ素ポリマーがあります。Meldin®ポリイミドは、非常に高い耐熱性、優れ
た機械的強度、低クリープ性を特徴とし、特に高温環境や高負荷条件下での精密なシー
ル性能が求められる用途に適しています。一方、Rulon®フッ素ポリマーは、フッ素樹
脂をベースにした複合材料で、卓越した自己潤滑性、広範な化学薬品への耐性、そして
幅広い温度範囲での良好な寸法安定性を提供します。これらの材料は、

**自己潤滑性**: 摩耗を最小限に抑え、機器の寿命を延長。

**広範な耐薬品性**: 厳格な洗浄プロトコルや多様な流体に対応。

**熱サイクル下での良好な寸法安定性**: 滅菌処理や温度変動の激しい環境で性能を
維持。

といった特性を持ち、ライフサイエンス機器に不可欠な精密動作と信頼性を保証しま
す。特にPFAS規制への対応としては、Omniseal Solutionsは用途特有の代替材料ソリュ
ーションの選択と、OEM（相手先ブランド製造企業）との緊密な協力が不可欠であると
強調しています。これにより、規制順守と性能維持を両立させたテーラーメイドのソリ
ューションが提供されます。

背景・業界文脈

ライフサイエンス分野は、診断機器、分析装置、医療デバイスなどの小型化、高速化、
自動化が進んでいます。これに伴い、機器内部のシール部品には、より高い精度、耐久
性、信頼性が求められるようになりました。さらに、PFASに対する環境規制の世界的な
強化は、フッ素ポリマーを多用してきたこの分野に大きな影響を与えています。企業
は、従来の性能を維持しつつ、環境に優しいPFASフリーの代替品への移行という課題に
直面しており、Omniseal Solutionsのような専門企業の技術が不可欠となっています。



今後の展望

Omniseal Solutionsの高度なポリマーシーリング技術は、ライフサイエンス機器の今後
の発展に大きく貢献するでしょう。特に、PFASフリーソリューションの提供は、規制の
厳格化が進む中で企業の競争優位性を確立する上で重要な要素となります。将来的に
は、この技術が再生医療、個別化医療、バイオ製薬プロセスの自動化など、さらに広範
なアプリケーションで採用されることが期待されます。OEMとの継続的な連携と、用途
特化型の材料開発を通じて、ライフサイエンス分野における高性能シーリングの新たな
標準を確立していくでしょう。投資家は、この分野の成長と、環境規制対応技術がもた
らす長期的な市場機会に注目すべきです。

元記事: https://www.azom.com/article.aspx?ArticleID=25442

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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